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西岡ヤヨイさ
ん（南６－６）鈴木　タケさ

ん（西町９）

敬 老 の 日 特 集
～いつまでも元気に生き生きと～

市
街
地
敬
老
会

楽
し
い
老
人
の
つ
ど
い

白
寿
・
米
寿
・
喜
寿

　

９
月
８
日
、
平
成
25
年
度
市
街
地
敬
老
会

（
足
寄
町
商
工
会
女
性
部
主
催
）
が
町
民
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
２
４
９
人
の
お
年
寄
り

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
久
保
眞
知
子
部
長
が
「
今
ま
で

足
寄
町
を
支
え
て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
に
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
が
、
一
緒

に
見
ら
れ
る
よ
う
そ
れ
ま
で
元
気
に
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。
今
日
一
日
、
私
も
皆
さ
ん
と
共

に
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
そ
の
後
、
参
加
者
は
足
寄
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の

元
気
な
踊
り
を
見
な
が
ら
、
食
事
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

１
０
８
歳
で
道
内
男
性
最
高
齢
者
と
な
っ

た
野
中
正
造
さ
ん

（
茂
足
寄
）
は
自
宅
で
あ
る

野
中
温
泉
別
館
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

同
館
の
経
営
は
、
現
在
孫
の
裕
子
さ
ん

が
担

っ
て
い
ま
す
が
、
訪
れ
た
人
と
の
交
流
は
今

も
続
け
て
い
ま
す
。
宿
泊
客
の
中
に
は
長
寿

に
あ
や
か
ろ
う
と
正
造
さ
ん

に
握
手
を
求
め
る

人
も
多
い
と
の
こ
と
。
正
造
さ
ん

は
笑
顔
で
応

じ
て
い
る
ほ
か
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー

ス
に
毎
日
目
を
通
す
な
ど
、
元
気
に
過
ご
し

て
い
ま
す
。

　

９
月
18
日
、
道
内
男
性
最
高
齢
者
を
記
念

し
、
十
勝
総
合
振
興
局
の
橋
本
博
行
局
長
が

正
造
さ
ん

を
訪
れ
、
北
海
道
知
事
か
ら
の
祝
状

と
祝
品
を
手
渡
し
た
ほ
か
、
安
久
津
勝
彦
町

長
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

９
月
14
日
、
町
と
足
寄
町
社
会
福
祉
協
議

会
（
國
見
勲
会
長
）
主
催
の
第
40
回
楽
し
い

老
人
の
つ
ど
い
「
芸
能
発
表
会
」
が
町
民
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
町
内
各
地
域
か
ら
お
年

寄
り
な
ど
２
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
「
高
齢
者
を
狙
う
悪
質
商
法
の
対

策
」
と
題
し
、
石
井
布
美
子
町
消
費
生
活
相

談
員
に
よ
る
講
演
や
寸
劇
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
に
よ
る
芸
能

発
表
が
行
わ
れ
、
会
員
27
組
が
出
演
。
歌
や

踊
り
、
歌
曲
演
奏
な
ど
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
が
披
露
さ
れ
、
舞
台
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
多
彩
な
種
目
の
数
々
に
観
客
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
起
こ
り
、
お
ひ
ね
り
も
飛
ん
で
い

ま
し
た
。

　

毎
年
、
町
で
は
白
寿
（
99
歳
）、米
寿
（
88

歳
）、
喜
寿
（
77
歳
）
を
迎
え
た
方
に
、
お

祝
い
と
し
て
足
寄
町
商
工
会
商
品
券
を
贈
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
、
西
岡
ヤ
ヨ
イ
さ
ん

と
鈴
木
タ
ケ
さ
ん

の

お
二
人
が
、
白
寿
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
ご

長
寿
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

白寿を迎えられた方

１００歳以上の人生の大先輩をご紹介します

熊坂　丈三さ
ん（102歳）

明治44年４月生まれ

屋根田よしのさ
ん（105歳）

明治41年９月生まれ

羽刕キヨノさ
ん（107歳）

明治39年４月生まれ

大平　ミヨさ
ん（100歳）

大正元年12月生まれ

菊地トシヱさ
ん（101歳）

明治44年10月生まれ

川上キクヨさ
ん（102歳）

明治44年７月生まれ

新沼　とよさ
ん（100歳）

大正２年８月生まれ

安藤ミサオさ
ん（100歳）

大正２年５月生まれ

島田　千里さ
ん（100歳）

大正２年２月生まれ

野
中
正
造
さ

ん（
１
０
８
歳
）
が

道
内
男
性
最
高
齢
者
に
！
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な
く
そ
う
�
防
ご
う
�

Ｄ
Ｖ
・
虐
待

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
を
受
け
て
い
た
と
い
う
報
道
を
目
に
す
る
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
や
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
、
障
が
い
の

あ
る
人
が
虐
待
を
受
け
て
い
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
テ
レ
ビ
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
や
虐
待
の
被
害
者
と
な
る
の
は
、
社
会
的
弱
者
と
呼
ば
れ
る
女
性
や
子
ど
も
、

障
が
い
者
、
高
齢
者
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

悲
劇
が
起
こ
る
前
に
、
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
を
防
ぐ
手
立
て
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
Ｄ
Ｖ

：

家
庭
内
暴
力
）

　

Ｄ
Ｖ
と
い
う
と
「
殴
る
」「
蹴
る
」
と
い

っ
た
身
体
に
危
害
を
加
え
る
暴
力
を
連
想
し

が
ち
で
す
が
、
乱
暴
な
言
動
や
性
的
な
暴
力

な
ど
、
相
手
を
自
分
の
思
い
通
り
に
し
よ
う

と
す
る
行
為
全
て
が
Ｄ
Ｖ
に
当
た
り
ま
す
。

◆　
　

◇　
　

◆　
　

◇　
　

◆

身
体
的
暴
力
～
殴
る
、
蹴
る
、
髪
を
引
っ
張

る
な
ど
『
体
に
危
害
を
加
え
る
行
為
』

精
神
的
暴
力
～
怒
鳴
る
、
無
視
す
る
、
傷
つ

け
る
言
葉
を
言
う
な
ど
『
心
を
傷
つ
け
る

行
為
』

性
的
暴
力
～
性
行
為
を
強
要
す
る
、
避
妊
に

協
力
し
な
い
、
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
等
を
無

理
や
り
見
せ
る
な
ど
『
相
手
の
性
的
領
域

を
侵
害
し
、
そ
の
人
の
身
体
の
安
全
や
自

尊
心
を
脅
か
す
行
為
』

経
済
的
暴
力
～
生
活
費
を
渡
さ
な
い
、
外
で

働
く
こ
と
を
禁
じ
る
、
借
金
を
負
わ
せ
る

な
ど
『
金
銭
の
管
理
に
よ
っ
て
相
手
を
経

済
的
に
支
配
す
る
行
為
』

　

近
親
者
間
に
よ
る
こ
れ
ら
の
暴
力
行
為
は
、

不
法
行
為
（
犯
罪
）
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
加
害
者
・
被
害
者

共
に
、
Ｄ
Ｖ
と
は
認
識
し
て
い
な
い
場
合
が

あ
り
、
発
見
の
遅
れ
や
命
の
危
険
に
つ
な
が

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

児
童
虐
待

　

児
童
憲
章
に
「
す
べ
て
の
児
童
は
、
心
身

と
も
に
健
や
か
に
う
ま
れ
、
育
て
ら
れ
、
そ

の
生
活
を
保
障
さ
れ
る
」
と
う
た
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
国
は
全
て
の
子
ど
も
が
虐
待
を

受
け
ず
に
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る
社
会
を

目
指
す
一
方
、
残
念
な
が
ら
全
国
で
年
間
50

人
以
上
の
子
ど
も
が
虐
待
に
よ
っ
て
命
を
落

と
し
て
い
ま
す
（
平
成
23
年
度
厚
生
労
働
省

調
べ
）。◆　

　

◇　
　

◆　
　

◇　
　

◆

　

児
童
虐
待
は
、
大
き
く
分
け
て
次
の
４
つ

の
行
為
が
あ
り
ま
す
。

身
体
的
虐
待
～
殴
る
、
蹴
る
、
縄
な
ど
で
長

時
間
縛
る
な
ど
『
身
体
に
傷
を
負
わ
せ
た

り
、
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
よ
う
な
行
為
』

性
的
虐
待
～
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
子
ど

も
に
性
的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ

フ
テ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど
『
児
童
に

対
す
る
わ
い
せ
つ
な
行
為
』

ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）
～
食
事
を
与
え

な
い
、
不
潔
に
す
る
、
病
院
に
連
れ
て
行

か
な
い
な
ど
『
心
身
の
発
達
を
損
な
う
ほ

ど
の
不
適
切
な
養
育
や
子
ど
も
へ
の
安
全

へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
な
い
行
為
』

心
理
的
虐
待
～
言
葉
で
脅
す
、
他
の
き
ょ
う

だ
い
と
差
別
す
る
、
子
ど
も
の
目
の
前
で

家
族
に
対
し
て
Ｄ
Ｖ
を
行
う
な
ど
『
子
ど

も
に
心
理
的
な
傷
を
負
わ
せ
る
行
為
』

障

が

い

者
・
高

齢
者

虐
待

　

「
障
害
者
の
虐
待
防
止
、
障
害
者
の
養
護

者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」
お
よ

び
「
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護

者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」
に
よ

り
、
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
人
や
高
齢
者
へ

の
虐
待
予
防
・
早
期
発
見
の
た
め
の
取
り
組

み
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

身
の
回
り
の
世
話
を
し
て
い
る
家
族
や
同

居
人
か
ら
の
虐
待
、
施
設
の
職
員
か
ら
の
虐

待
、
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
か
ら
の
虐
待
な

ど
、
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
人
や
高
齢
者
へ

の
虐
待
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

◆　
　

◇　
　

◆　
　

◇　
　

◆

身
体
的
虐
待
～
殴
る
、
蹴
る
、
正
当
な
理
由

も
な
く
手
足
を
拘
束
す
る　

な
ど

性
的
虐
待
～
性
的
暴
力
を
振
る
う
、
性
的
行

為
を
強
要
す
る　

な
ど

　

※
表
面
上
は
同
意
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

て
も
、
本
心
か
ら
の
同
意
か
ど
う
か
を

見
極
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

心
理
的
虐
待
～
暴
言
を
言
う
、
不
当
な
差
別

を
す
る　

な
ど

放
棄
・
放
任
～
食
事
や
排
せ
つ
、
入
浴
、
洗

濯
な
ど
身
辺
の
世
話
や
介
助
を
し
な
い
、

長
時
間
放
置
す
る　

な
ど

経
済
的
虐
待
～
本
人
の
許
可
な
く
財
産
や
年

金
を
使
う
こ
と
、
理
由
な
く
金
銭
な
ど
を

渡
さ
な
い
こ
と　

な
ど

被
害
に
遭
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
相
談
を
！

　

被
害
者
の
中
に
は
「
自
分
が
悪
い
か
ら
暴

力
を
振
る
わ
れ
る
」
と
自
分
を
責
め
て
し
ま

う
人
が
い
ま
す
。
ま
た
「
相
談
す
る
の
が
恥

ず
か
し
い
」
な
ど
と
考
え
、
誰
に
も
相
談
せ

ず
一
人
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
Ｄ
Ｖ
は
一
人
で
簡
単
に
解
決
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
で
悩
ま

ず
次
の
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

・
北
海
道
環
境
生
活
部

�

☎
０
１
１

－
２
２
１

－

６
７
８
０

・
十
勝
総
合
振
興
局
環
境
生
活
課

�

☎
０
１
５
５

－

26

－

９
０
２
９ 

・
役
場
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
25

－

９
２
０
０

児
童
虐
待
は
〝
し
つ
け
〟
と
は
違
い
ま
す
！

　

児
童
虐
待
は
「
し
つ
け
」
や
「
教
育
」
と

は
違
い
、
子
ど
も
の
成
長
を
妨
げ
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
子
育
て
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
か
ら

自
覚
し
な
い
で
虐
待
を
行
っ
て
し
ま
う
、
虐

待
と
分
か
っ
て
い
て
も
止
め
ら
れ
な
い
保
護

者
の
方
に
つ
い
て
も
、
周
り
の
人
た
ち
が
気

付
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

周
囲
で
〝
何
か
家
庭
の
様
子
が
お
か
し
い

な
〟
と
感
じ
た
ら
、
ま
ず
は
お
近
く
の
相
談

窓
口
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

・
北
海
道
帯
広
児
童
相
談
所

�

☎
０
１
５
５

－
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－

５
１
０
０

・
役
場
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
25

－

９
２
０
０

虐
待
に
気
付
い
た
ら
、
す
ぐ
に
通
報
を
！

　

障
が
い
者
や
高
齢
者
の
自
立
、
社
会
参
加

が
虐
待
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
絶

対
に
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
虐
待
に
気
付

い
た
ら
、
次
の
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
北
海
道
障
が
い
者
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
１
１

－

２
３
１

－

８
６
１
７

・
役
場
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
25

－
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０
０

Case1Case3

Case2

執拗に電話を掛けるなどパートナーを束縛す

る行為や腕を強く掴む

家族が障がい者や高齢者をベッドに縛り付け

たり、身の回りの世話をしたりしない

強く叱りつけて殴ったり、罰として食事を与

えずおふろにも入らせたりしない

　

Ｄ
Ｖ
・
虐
待
に
つ
い
て
緊
急
性
が
あ
る

場
合
は
、
１
１
０
番
通
報
あ
る
い
は
最
寄

り
の
警
察
署
に
助
け
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

・
本
別
警
察
署
足
寄
交
番

�

☎
25

－

２
１
５
１



まちかどまちかどまちかど

6

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

7

まちかどまちかどまちかど

7

　第19回足寄町民水泳記録会（町教育委員会

主催）が町温水プールで開催され、幼児から

一般まで70人が参加しました。競技は自由形

やバタフライ、背泳ぎ、平泳ぎなどの16種目

が行われ、家族や友人から声援を受けた選手

たちは力強い泳ぎを披露。19人が記録を更新

しました。

９.14 記録更新を目指して

９.13 児童手作りのお祭り

９.２-30 新たな公共交通を探る
　市街地における新しい交通システムづくり

を目的に、市街地循環型コミュニティバスの

実証実験運行が行われました。今回の運行で

は、14人乗りのジャンボタクシーが１日５便、

市街地51カ所を巡回。この実証実験運行は来

年２月にも行われ、この結果を踏まえ、今後

本町に適した公共交通のあり方を検討します。

　足寄小学校（波多野伸一校長）で「足小ま

つり」が開催され、保護者や町内各小学校の

児童などが訪れました。３年生から６年生の

児童が脱出ゲームや宝探し、キラキラ保冷剤

づくりなどさまざまな手作りのアトラクショ

ンを運営し、来場者や児童たちを楽しませて

いました。

９.５ 認知症について学ぶ
　「認知症サポーター養成講座」（町主催）

が町民センターで開かれました。募集型とし

ては初開催となる同講座には、認知症の家族

を介護する女性ら15人が受講。参加者は役場

福祉課職員から認知症の基礎知識を学んだ後、

グループに分かれ認知症の人への対応の仕方

について話し合い、理解を深めました。

８.28 練習の成果を披露

８.20 水彩画で魅了

８.31 美しい音色に酔う
　ロビーコンサート（町教育委員会主催）が

町民センターで開催され、町内外から２４０

人が訪れました。演奏したのは北海道大学チ

ルコロ・マンドリニスティコ「アウロラ」の

メンバー43人。来場者は、マンドリンやマン

ドラ・テノーレ、マンドロンチェロなどが奏

でる美しく柔らかな音色に酔いしれました。

　足寄中学校（廣瀬正幸校長）の卓球部と陸

上部に所属する生徒８人が町教育委員会を訪

れ、全道大会出場を報告しました。生徒たち

は「最後まで諦めず、良い結果が残せるよう

に頑張ります」と力強く抱負を語り、藤代和

昭教育長から「自分に自信を持ち、練習の成

果を出してください」と激励を受けました。

８.27 最高の演奏を
　足寄ジュニアブラスバンドのメンバーらが

町教育委員会を訪れ、北海道吹奏楽コンクー

ルへの出場を報告しました。団長の岸田萌花

さ
ん（足寄小６年）は「みんなで力を合わせて、

聴きに来てくれた方や指導してくれている大

野先生を泣かせられるような最高の演奏をし

てきたい」と力強く抱負を述べました。

　「後藤軍治個展～私の四季」が町民センタ

ーロビーで開催されました。会場には足寄の

風景を含む道内の景色や廃校となった螺湾中

学校の校舎などを描いた透明水彩画31点が展

示され、来場者を魅了していました。後藤さ
ん

は「森の木々や道に映える光と影を楽しんで

もらえれば」と話していました。
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8

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

9

９.19 糖尿病を予防しよう

９.17 健康を保つために

９.21 優勝を目指して
　足寄ライオンズクラブ（大久保優会長）主

催による、優勝杯争奪少年野球大会が里見が

丘野球場で開催され、足寄町、本別町、陸別

町から４チームが参加し熱い戦いを繰り広げ

ました。

　結果：優　勝　本別レッズ

　　　　準優勝　足寄スラッガーズ

　健康づくり講演会が町民センターで開催さ

れ、約70人が聴講。講師を務めた山田内科ク

リニックの山田大志郎院長が「本当はこわい

糖尿病」と題し、糖尿病の定義や予防法など

を解説しました。山田院長は「糖尿病は遺伝

因子と環境因子が重なっている場合が多く、

定期的な健診が大切」と呼び掛けました。

９.18 伝統芸能を鑑賞
　「青少年芸術鑑賞会」（町教育委員会主催）

が足寄中学校（廣瀬正幸校長）で行われ、生

徒らは日本の伝統芸能である「狂言」を鑑賞

しました。和泉流三宅狂言会が狂言の歴史や

発声法などを解説した後、実際に狂言作品「附
ぶ

子
す

」を鑑賞。生徒らは狂言師が演じる愉快で

力強い舞台に引き込まれていました。

　町主催による介護予防事業「けんこう貯筋

教室」が町民センターで開かれ、18人が参加。

第１回目となるこの日、参加者は握力や10メ

ートル障害物歩行、長座体前屈などの体力測

定を行い、自分自身の体力を把握しました。

なお、この教室は11月26日まで全11回開催さ

れます。

町

民

ふ

れ

あ

い

ス

ポ

ー

ツ

大

会

足

寄

保

育

園

ど

ん

ぐ

り

運

動

会

　

８
月
25
日
、
第
11
回
足
寄
町
民
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
実
行
委
員
会
主
催
）
が
町

内
３
カ
所
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
と
陸
上
競
技

場
で
開
催
さ
れ
、
約
５
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
宇
野
浩
実
行
委
員
長
が
「
ふ

れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
参
加
者
同
士
の
交

流
が
目
的
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
楽
し

く
プ
レ
ー
し
、
ぜ
ひ
交
流
を
深
め
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

参
加
者
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
競
技
（
17
地

　

９
月
７
日
、
足
寄
保
育
園
ど
ん
ぐ
り
（
新

野
都
美
子
園
長
）
の
第
７
回
運
動
会
が
保
育

園
前
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し
た
が
、
子
ど
も

た
ち
は
個
人
や
団
体
競
技
、
遊
戯
な
ど
を
披

露
し
、
応
援
に
駆
け
付
け
た
保
護
者
な
ど
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
護
者
リ
レ
ー
競
技
で
は
、
真
剣

に
取
り
組
む
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
子
ど

も
た
ち
か
ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
閉
会
式
に
は
保
護
者
の
会
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
に
ご
褒
美
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

区
・
28
チ
ー
ム
）
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
競

技
（
10
地
区
・
10
チ
ー
ム
）
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
優
勝
を
目
指
し
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
応
援
に
来
た
方
や
小
学

生
ら
を
対
象
に
し
た
交
流
ゲ
ー
ム
も
行
わ
れ
、

参
加
者
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ゲ
ー
ム
や
パ
ン

食
い
競
争
、
玉
入
れ
な
ど
で
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

成
績　

優　

勝

：

西
区
連
合
会

　
　
　

準
優
勝

：

緑
栄
連
合
会

　
　
　

３　

位

：
東
区
連
合
会
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第
12
回

おしえて、石井ちゃん！

　

今
回
は
、
ト
ラ
ブ
ル
の
多
い
中
古
自
動
車

の
訪
問
買
い
取
り
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

雑
誌
の
広
告
で
見
た
中
古
自
動
車
の

買
い
取
り
会
社
に
自
家
用
車
の
査
定
を

依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
翌
日
自
宅
に
業
者

が
来
た
。
何
社
か
見
積
も
り
を
取
り
検

討
す
る
予
定
だ
っ
た
が
「
今
日
な
ら
20

万
円
で
買
い
取
る
が
、
明
日
以
降
に
な

る
と
こ
の
価
格
で
買
い
取
る
保
証
は
な

い
」
と
即
答
を
求
め
ら
れ
た
の
で
、
そ

の
場
で
契
約
書
に
サ
イ
ン
し
た
。
業
者

が
帰
っ
た
後
、
も
う
少
し
考
え
た
い
と

思
い
、
そ
の
日
の
う
ち
に
電
話
で
解
約

を
伝
え
た
が
、
30
％
の
解
約
料
が
掛
か

る
と
言
わ
れ
た
。
す
ぐ
に
解
約
を
申
し

出
た
の
に
高
額
な
解
約
料
が
か
か
る
こ

と
に
納
得
が
い
か
な
い
。
（
40
代
男
性
）

✿
ト
ラ
ブ
ル
解
決
へ
の
考
え
方

　

今
年
２
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
特
定
商
取

引
法
で
は
、
消
費
者
が
要
請
し
な
い
飛
び
込

み
に
よ
る
勧
誘
や
一
度
取
引
を
断
っ
た
消
費

者
へ
の
再
勧
誘
の
禁
止
、
消
費
者
か
ら
査
定

の
依
頼
が
あ
っ
て
も
査
定
を
超
え
た
勧
誘
の

禁
止
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
適
用
等
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
、
今
回
の
改
正
で
は
「
自
動
車
」
は

規
制
対
象
か
ら
外
す
物
品
と
し
て
政
令
で
指

定
さ
れ
た
た
め
、
特
定
商
取
引
法
の
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

解
約
料
の
定
め
の
あ
る
契
約
内
容
に
合
意

し
て
い
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
内
容

に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
消
費
者

契
約
法
で
は
、
契
約
解
除
に
際
し
解
約
料
を

定
め
る
場
合
、
同
種
契
約
の
場
合
に
通
常
生

じ
る
平
均
的
損
害
額
を
超
え
た
部
分
は
無
効

と
し
て
お
り
、
こ
の
30
％
の
解
約
料
が
平
均

的
損
害
を
超
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合

に
は
、
事
業
者
に
対
し
請
求
の
根
拠
を
確
認

し
、
超
え
る
部
分
の
無
効
を
主
張
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

　

ま
た
事
例
で
は
「
明
日
以
降
の
価
格
保
証

は
な
い
」
な
ど
と
合
理
的
な
根
拠
も
な
く
冷

静
な
検
討
を
妨
げ
る
言
動
や
、
査
定
を
超
え

た
勧
誘
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
問
題
点

を
指
摘
し
て
交
渉
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

✿
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
！

①
契
約
は
一
度
冷
静
に
な
っ
て
か
ら

　

買
い
取
り
業
者
に
執
拗
に
勧
誘
さ
れ
て
も

契
約
を
焦
ら
ず
、
一
度
冷
静
に
考
え
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
納
得
の
い
く
契
約
が
で
き
る
よ
う
に
、

複
数
の
買
い
取
り
業
者
に
査
定
を
依
頼
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

②
売
却
代
金
を
受
け
取
る
前
に
、
車
両
と
書

類
な
ど
を
全
て
引
き
渡
さ
な
い

　

代
金
が
支
払
わ
れ
な
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

を
避
け
る
た
め
、
契
約
の
際
に
は
次
の
点
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
車
両
・
書
類
等
の
引
き
渡
し
と
引
き
換
え

に
現
金
を
受
け
取
る
。

・
車
両
は
引
き
渡
し
て
も
名
義
変
更
に
必
要

な
書
類
（
印
鑑
証
明
、
譲
渡
証
明
書
な
ど
）

は
代
金
を
受
け
取
っ
て
か
ら
渡
す
。

③
契
約
後
に
車
両
の
傷
な
ど
を
理
由
に
し
た

契
約
の
解
除
や
減
額
は
、
原
則
と
し
て
認

め
な
く
て
良
い

　

契
約
後
、
事
業
者
か
ら
事
故
歴
等
の
判
明

に
よ
り
減
額
や
解
約
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
事
業
者
は
査
定
の
プ

ロ
で
あ
り
、
契
約
後
の
契
約
解
除
や
減
額
に

は
応
じ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、

消
費
生
活
相
談
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

が
ん
検
診
か
ら
の
健
康
づ
く
り

が
ん
に
な
る
可
能
性
は
２
人
に
１
人

　

〝
が
ん
〟
は
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
１

位
で
す
。
国
の
推
計
で
は
、
生
涯
の
う
ち
に

２
人
に
１
人
が
が
ん
に
か
か
る
と
い
わ
れ
、

３
人
に
１
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
は
、
体
を
つ
く
っ
て
い
る
正
常
な
細

胞
の
遺
伝
子
が
何
ら
か
の
原
因
で
傷
つ
く
こ

と
で
、
長
い
年
月
を
経
て
が
ん
細
胞
に
な
り

ま
す
。
が
ん
細
胞
の
多
く
は
人
間
の
自
然
治

癒
力
に
よ
っ
て
修
復
さ
れ
ま
す
が
、
残
っ
た

が
ん
細
胞
は
や
が
て
増
え
て
広
が
り
、
体
の

栄
養
を
奪
う
た
め
衰
弱
し
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
で
は
生
活
習
慣
の
改
善
と

早
い
段
階
で
の
発
見
に
よ
り
治
る
可
能
性
が

高
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
検
査
精
度
の
向
上
や
新
し
い
検
査

方
法
の
導
入
に
よ
り
、
発
見
さ
れ
る
が
ん
が

増
加
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
男
性
で
は
大

腸
が
ん
検
診
に
便
潜
血
反
応
検
査
が
導
入
さ

れ
た
こ
と
で
、
が
ん
の
発
見
が
急
増
し
た
ほ

か
、
女
性
で
は
乳
房
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の

画
像
検
査
の
普
及
に
よ
っ
て
、
乳
が
ん
の
発

見
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

足
寄
町
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
状
況

　

過
去
５
年
間
の
が
ん
死
亡
状
況
（
左
図
）

の
と
お
り
、
胃
、
肺
、
肝
臓
・
胆
の
う
、
大

腸
が
ん
が
多
く
、
早
期
発
見
の
た
め
に
は
自

覚
症
状
が
な
く
て
も
定
期
的
に
が
ん
検
診
を

受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
定
期
検
診
に
よ

っ
て
進
行
が
ん
を
防
ぎ
、
治
療
の
効
果
を
高

め
ま
す
。

が
ん
を
防
ぐ
〝
生
活
習
慣
〟

　

が
ん
の
原
因
は
喫
煙
30
％
、
食
事
30
％
、

運
動
不
足
５
％
、
過
剰
飲
酒
３
％
と
言
わ
れ
、

が
ん
は
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣
の
見
直
し
に
よ

っ
て
予
防
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
特
に
食
事

で
は
塩
分
や
脂
肪
分
を
減
ら
し
、
野
菜
を
多

く
食
べ
る
こ
と
は
が
ん
予
防
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。

が
ん
検
診
は
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
で
！

　

平
成
25
年
度
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
対
象
者
に

は
別
途
通
知
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

大

腸

が

ん

　

大
腸
に
が
ん
や
ポ
リ
ー
プ
が
あ
る
と
、
便

に
血
液
が
付
着
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
便

潜
血
反
応
検
査
で
、
血
液
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。

対
象　

40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、
60
歳

子
宮
頸
が
ん

　

子
宮
の
入
り
口
に
で
き
る
が
ん
で
す
。
検

査
で
は
子
宮
頸
部
の
細
胞
を
こ
す
り
取
り
ま

す
。
35
歳
を
ピ
ー
ク
に
20
歳
か
ら
40
歳
の
発

病
が
増
え
て
い
ま
す
。

対
象　

20
歳
、
25
歳
、
30
歳
、
35
歳
、
40
歳

の
女
性

乳

が

ん

　

乳
房
の
診
察
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
）
を
し
ま
す
。
子
育
て
や
介
護
、

仕
事
な
ど
で
忙
し
い
時
期
、
40
代
か
ら
50
代

の
女
性
に
が
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。

対
象　

40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、
60
歳

の
女
性

※
対
象
の
年
齢
は
、
平
成
25
年
４
月
１
日
時

点
で
す
。

※
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

は
十
勝
管
内
の
指
定
医
療
機
関
で
利
用
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
詳
細

�

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

�

☎
25

－

２
５
７
１

　

応
募
作
品
88
句
の
中
か
ら
、
健
康
サ

ポ
ー
タ
ー
〝
い
き
い
き
〟
の
選
考
に
よ

り
、
次
の
通
り
受
賞
作
品
が
決
定
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
ご

応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大　
　

賞

　

さ
あ
一
歩　

無
理
な
く
楽
し
く

�

根
気
よ
く

準

大

賞

　

笑
わ
せ
て　

笑
っ
て
五
体　

若
返
り

理
想
で
賞

　

健
康
は　

食
と
笑
顔
と　

運
動
で

子
ど
も
賞

　

野
菜
食
べ　

バ
ナ
ナ
う
ん
ち
が

�

い
い
う
ん
ち

　

朝
ご
は
ん　

し
っ
か
り
た
べ
よ
う

�

お
や
く
そ
く

「
健
康
川
柳
」
入
選
作
品

0
5
10
15
20
25
30

がん部位別死亡人数

（平成19～23年）（人）

胃 肺
食
道

肝
臓・

胆
の
う

膵
臓

大
腸

前
立
腺

子
宮 乳

そ
の
他

詳　

細　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

石
井
ち
ゃ
ん

が
行
っ
た
！

　

９
月
14
日
に
行
わ
れ
た
「
第
40
回
楽
し
い

老
人
の
つ
ど
い
」
で
〝
高
齢
者
を
狙
う
悪
質

商
法
の
対
策
〟
と
題
し
講
演
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
町
内
で
実
際
に
あ
っ
た
配
置

薬
や
健
康
食
品
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
事
例
を
紹
介
。

「
悪
質
業
者
を
退
治
し
た
り
、
他
の
人
の
被

害
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
の
で
、

ぜ
ひ
消
費
生
活
相
談
所
に
情
報
を
寄
せ
て
」

と
来
場
者
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
髙
安
ユ
ミ
子
消
費
生
活
相
談
員
や

役
場
住
民
課
職
員
ら
に
よ
る
寸
劇
も
披
露
。

最
近
話
題
と
な
っ
て
い
る
「
布
団
訪
問
販
売

ト
ラ
ブ
ル
」
に
つ
い
て
、
笑
い
を
交
え
な
が

ら
そ
の
手
口
を
紹
介
し
、
注
意
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
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人
と
つ
な
が
る
、
未
来
が
ひ
ろ
が
る
～
老
人
ク
ラ
ブ
を
訪
ね
て

第
７
回
「
塩
幌
老
人
ク
ラ
ブ
」

　

今
回
訪
れ
た
塩
幌
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
現

在
15
人
の
会
員
で
、
１
泊
研
修
会
や
花
壇

整
備
な
ど
の
行
事
の
ほ
か
、
普
段
は
近
況

報
告
な
ど
の
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
の
特
色
に
つ
い
て
お
聞
き
す

る
と
、
皆
さ
ん
声
を
そ
ろ
え
て
「
イ
モ
パ

ー
ク
」
と
の
答
え
。〝
イ
モ
パ
ー
ク
〟
と
は
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
ボ
ー
ル
に
見
立
て
た
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
に
似
た
遊
び
で
、
室
内
で
気
軽

に
で
き
る
の
が
良
い
そ
う
で
す
。

　

コ
ー
ス
を
手
作
り
し
た
副
会
長
の
佐
藤

梅
子
さ
ん

は
「
イ
モ
パ
ー
ク
を
や
っ
て
い
る

の
は
、
町
内
で
は
こ
こ
だ
け
じ
ゃ
な
い
か

し
ら
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ご
夫
婦
で
参
加
さ
れ
て
い
た
篠
原
馨
さ
ん

は
「
普
段
は
あ
ま
り
出
歩
か
な
い
か
ら
、

こ
う
し
て
老
人
ク
ラ
ブ
で
み
ん
な
と
話
す

の
は
と
っ
て
も
楽
し
い
。
野
菜
作
り
が
趣

味
だ
け
ど
、（
野
菜
は
）
口
を
き
い
て
く

れ
な
い
か
ら
」
と
話
し
、
周
り
を
笑
わ
せ

ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
の
雰
囲
気
に
つ
い
て
、
会
長
の

髙
橋
募
さ
ん

は
「
け
ん
か
し
た
っ
て
聞
い
た

こ
と
が
な
い
か
ら
、
仲
が
良
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
」
と
笑
顔
を
見
せ
、「
老
人
ク
ラ
ブ

は
元
気
の
秘
訣
。
気
軽
に
遊
び
に
き
て
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

会　

場　

塩
幌
会
館

例　

会　

毎
月
20
日

行　

事　

花
壇
整
備
、
１
泊
研
修
会
な
ど

入
会
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

�

会
長　

髙
橋
募
さ
ん

☎
29

－

８
４
０
６

　生徒たちが授業で生産した野菜などを安価で

販売します。

日　時　10月19日㈯　開場：午前９時15分

　　　　販売開始：午前９時30分

場　所　道立農業大学校

内　容　ニンジン、バレイショ、玉ネギ、小豆、

牛肉、かぼちゃパン、イチゴジャム、ゴーダチ

ーズ、ソーセージ、ベーコン、アイスクリーム

など

詳　細　道立農業大学校� ☎２４－２１２１

農大市 第52回　陸別町文化祭

　町民による展示物、芸能発表をお楽しみくだ

さい。

展示部門（タウンホール、１階ロビー、２階ホワイエ）

・文化協会所属サークル展、協賛団体出品作品

・一般募集作品展（美術、写真、書道、手芸、工芸）

　10月31日㈭　午後１時－６時

　11月１日㈮－２日㈯　午前９時－午後６時

行事部門

・陶芸ボランティアセール（役場庁舎１階ロビー）

　11月２日㈯　午前９時－午後５時

・婦人会ボランティアバザール（保健センター）

　11月２日㈯　午前11時－午後２時

芸能発表　11月３日㈰　午後３時－５時30分

詳　　細　陸別町教育員会� ☎２７－２１２３

お知らせ
農地パトロール・
利用状況調査にご協力を！

11月は労働保険適用
促進強化期間です

北海道最低賃金

　足寄町農業委員会では農地パト

ロール・利用状況調査（農地法第

30条調査）を次の通り実施します。

　農地の適切な管理と保全に皆さ

んのご協力をお願いします。

日　時　10月21日㈪
　　　　午前９時－午後５時

場　所　町内一円

調査員　農業委員12人他

詳　細　足寄町農業委員会事務局

� ☎２５－２１４１内線２８３

　労働保険は農林水産業の一部を

除き、労働者を一人でも雇用する

事業については、法人・個人を問

わず加入が義務付けられています。

詳　細� 厚生労働省北海道労働局

� 総務部労働保険徴収課

� ☎０１１－７０９－２３１１

最低賃金額　時間額７３４円

効力発生日　平成25年10月18日

善意のご寄附・ご寄贈
ありがとうございます

足寄保育所どんぐり

およびへき地保育所へ

・本別地方食品衛生協会足寄

支部（廣田晃支部長）から

� 洗剤・ハンドソープ

町へ

・原安正さ
ん（旭町１丁目）

　から社会福祉のために

� 30万円

丹
精
の
花
み
佛
に
今
朝
の
秋	

山
岸
　
清
子

七
夕
や
保
育
園
よ
り
童
歌	

坂
本
　
夢
乃

七
夕
の
千
代
紙
細
工
母
想
う	

小
山
田
富
美
子

七
夕
や
星
降
る
空
に
母
偲
ぶ	

小
山
　
博
子

一
病
を
抱
へ
し
我
や
秋
涼
し	

松
野
さ
わ
子

七
夕
や
共
に
祈
り
し
子
の
願
い	
吉
田
　
哲
子

窓
を
打
つ
激
し
き
雨
や
稲
光	

湯
浅
　
保
子

新
涼
や
白
き
や
や
の
手
乳
母
車	

中
田
　
京
子

一
瞬
の
輝
き
に
酔
ふ
大
花
火	

高
橋
と
し
子

七
夕
や
白
寿
の
母
の
願
い
ご
と	

山
本
ひ
ろ
し

見
た
ま
ま
感
じ
た
ま
ま 

足
寄
凍
土
吟
社

俳 

句

町民文芸

町職員人事異動

平成25年９月30日付退職者

福士　由美

（国民健康保険病院看護師）

足寄百年史
（上・下巻、資料編）

発売中

ご購入は…役場総務課総務室
　　　　　広報広聴担当まで
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募　　集

お知らせ

平成26年度町医師等修学資金修学生募集

町職員募集

　町では、将来医師または看護師等として本町に勤務を希望する方に対

し、修学資金の貸し付けを行っています。

請求先・詳細� 〒０８９－３７９７　足寄町北１条４丁目48番地１

� 足寄町役場総務課総務室職員担当　☎２５－２１４１内線３２３

町ホームページアドレス　http://www.town.ashoro.hokkaido.jp
申込先・詳細� 〒０８９－３７９７　足寄町北１条４丁目48番地１ 

� 役場福祉課保健福祉室保健推進担当　☎２５－２５７１

一定面積以上の土地取り引き
には届け出が必要です

自衛官候補生（男子）募集

10月21日㈪－27㈰は
行政相談週間です

　国土利用計画法に基づき、乱開

発や無秩序な土地利用を防止する

ため、一定面積以上の土地取引を

した場合には、契約終結日（予約

を含む）から起算して２週間以内

に、町を経由して北海道知事に対

する届け出が必要です。

　土地を取得した方は速やかに届

け出をお願いします。

届け出が必要な面積

・市街化区域

　２，０００平方メートル以上

・市街化区域を除く都市計画区域

　５，０００平方メートル以上

・都市計画区域外

　１０，０００平方メートル以上 

※個々の面積は小さくても、権利

取得者（売買であれば買主）が

取得する土地の合計面積が上記

の面積以上となる場合には届け

出が必要です。

※届け出が遅れたり、偽りの届け

出をしたりすると法律により罰

せられることがあります。

詳　細　役場総務課企画調整担当

� ☎２５－２１４１内線３１９

試験日および試験予定場所

　11月24日㈰・12月８日㈰
　帯広市（自衛隊帯広駐屯地）

受験資格

　平成26年４月１日現在、18歳以

上27歳未満の男子

試験種目

　筆記試験（国語、数学、社会お

よび作文）、口述試験、適性検査、

身体検査

問い合わせ先

� 自衛隊帯広募集案内所

� ☎０１５５－２３－８７１８

役場住民課税務室課税担当からのお知らせ

詳　細　役場住民課税務室課税担当　☎２５－２１４１内線２３３

家屋を取り壊した方へ

　今年中に取り壊した家屋には 

来年度から固定資産税が掛かり 

ません。

　まだ届け出されていない方は 

「家屋滅失届」を提出してくだ 

さい。ただし、法務局への滅失 

登記をしたものは提出の必要は 

ありません。なお、電話での連 

絡も受け付けます。

新築住宅の税額軽減措置について

　今年中に新築する住宅について、

床面積などが一定の要件に該当す

る場合は、来年度から課税される

固定資産税が一定期間減額されま

す。

　減額には「新築住宅に対する固

定資産税の減額の規定の適用を受

けようとする申請書」の提出が必

要となります。

家屋実地調査にご協力を

　家屋や土地の課税漏れや軽減措

置の適用が正しくされているか実

地調査を行っています。また、今

年、家屋を新築・増築・改築した

方を対象に実地調査を行っていま

す。これは、固定資産税の評価額

を算出するために、家屋の間取り

や使用資材を見せていただくもの

です。

募 集 要 件 医　　師 看護師等

募 集 人 員 １人 ２人

応 募 資 格
大学において医学を専攻し、将来本町

に医師として勤務しようとする方

看護師等として、将来本町に勤務しよう

とする方

貸 与 金 額 月額　200,000円以内 月額　100,000円以内

申込提出書類

・申請書（様式第１号）

※町ホームページよりダウンロードできます。

・成績証明書

※申し込み書類受理後、申請に係る書類等の提出について改めて連絡します。

償 還 方 法
医師免許取得後６年以上18年以内の期

間
看護師等免許取得後３年以内の期間

償 還 猶 予
本町に勤務し医師としての業務に従事

するとき等

免許取得または卒業後本町に勤務し看護

師等としての業務に従事するとき等

償 還 免 除

医師免許取得後18年以内に医師として

貸し付けを受けた期間在職したとき全

額免除（一部免除規定あり）

免許取得または卒業後看護師等として貸

し付けを受けた期間の１．５倍相当の期

間在職したとき全額免除（一部免除規定

あり）

申 込 期 限 11月29日㈮
面 接 12月を予定　※日時は別途案内します。

健 診 名 対　　　象 料　　　金

国保特定健診
・足寄町国民健康保険に加入している
　40－74歳の方

無　　料
国保すこやか
健 診

・足寄町国民健康保険に加入している
　35－39歳の方

生保すこやか
健 診

・生活保護を受給している
　40歳以上の方（内科治療中の方を
　除く）

胃・肺・大腸
が ん 検 診

・40歳以上の方

・ 胃 ：２,１００円
・ 肺 ：５００円
・喀痰：１,３００円
・大腸：７００円

前立腺がん
検 診

・50歳以上の男性の方 １,７９５円

肝炎ウイルス
検 診

・35歳以上で、肝炎ウイルス検査を
　受けていない方

・Ｃ型肝炎ウイルス検診：５００円
・Ｂ型肝炎ウイルス検診
　（ＨＢｓ抗原検査）：３００円

国保特定健診、すこやか健診、胃・肺・大腸・前立腺がん検診、
肝炎ウイルス検診の申し込み受け付け中

秋季ヒグマ注意特別期間

日　　時　12月４日㈬・５日㈭
　　　　　午前７時－10時（先着順・時間予約制）

場　　所　町民センター

※生活保護の方は無料、70歳以上の方は肝炎ウイルス検診のみ無料

申込期限　11月１日㈮午後５時まで

申込先・詳細� 役場福祉課保健推進担当　☎２５－２５７１

　秋はキノコ狩りやハイキングなどで野山に入る方が多く、ヒグマに出

合う確率が高くなります。事前にヒグマの出没情報を確認する、ゴミは

持ち帰る、音を出しながら歩くなど、ヒグマと出合わないための意識を

持った行動を取り、事故を防止しましょう。

詳　　細� 役場経済課林業振興担当　☎２５－２１４１内線２４５

　「国道がでこぼこになっている

ので補修してほしい」「登記や社

会保険について、聞きたいことが

ある」「贈与税や相続税など税金

について知りたいことがある」な

ど、国の行政全般についての苦情

や意見、要望などをお受けするた

め毎月１回定例行政相談会を開催

しています。相談は無料で秘密は

守ります。気軽にご相談ください。

10月の定例行政相談会

　日　時　10月15日㈫
　　　　　午後１時30分－３時

　場　所　足寄町社会福祉協議会

　相談員　先崎三朗さ
ん

� （本町の行政相談委員）

※行政苦情１１０番でも常時相談

を受け付けています。

� ☎０５７０－０９０１１０

詳　細� 釧路行政評価分室

� ☎０１５４－２３－７１３６

募 集 要 件 臨床工学技士 看　護　師

募 集 人 数 １人 １人

受 験 資 格

　臨床工学技士または看護師の資格を有し、人工透析に関わる実務経験のある方

※ただし、日本の国籍を有しない方または地方公務員法第16条の各号のいずれか

に該当する方は受験できません。

試 験 日 時 応募者に後日通知

試 験 場 所 町国民健康保険病院

試 験 方 法 面接試験

採 用 年 月 日 平成26年４月１日 随　　　時

申込書の請求

　役場総務課総務室職員担当までご請求ください。郵送で請求される場合は、封

筒の表に「職員採用試験申込書請求」（職種明記）と朱書きし、１２０円切手を

貼った宛先明記の返信用封筒（定形外）を必ず同封してください。

申 込 期 限

10月31日㈭
※受付時間　午前８時35分－午後５時５分（土曜日、日曜日および祝日は受け付

けしていません）。

※郵送の場合は、10月31日㈭までの消印のあるものに限り受け付けます。
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掲載を希望される方は、役場総務課総務室広報広聴担当まで

ひとのうごき
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☆先日行われた「青少年芸術鑑賞会」

で間近で狂言を見て、すっかり魅

了されてしまった私。それ以来イ

ンターネットなどで狂言を見るよ

うになりました。

☆中でも私が好きなのは「棒
ぼう

縛
しばり

」。

主人に手を縛られてもなお酒が飲

みたい２人の召使いが、悪知恵を

働かせ協力し合う姿がとても面白

い演目です。

☆この話は動きや姿が笑いを誘うの

で、よく海外公演の演目に加えら

れているそうです。いつか国立能

楽堂でこの演目を見てみたいと思

いながら、今はまだインターネッ

トで我慢です。

新津　愛
あ

衣
い

羅
ら

ち
  ゃ
   ん

� （平成23年９月５日生まれ）

　いつも元気いっぱいの破天荒

あいちゃん。お姉ちゃんたちが

大好きで帰ってくるととても喜

びます。これからもずっと素敵

な笑顔でいてね。

� 昌春・瞳さ
んの子

� （郊南２丁目）
兼古　恵

けい

汰
た

ち
  ゃ
   ん

� （平成23年９月23日生まれ）

　車のおもちゃに夢中な恵汰。

弟とじゃれて逆に髪を引っ張ら

れても我慢しているところはお

兄ちゃんらしいね。これからも

兄弟仲良く伸び伸び育ってね。

� 照夫・咲恵美さ
んの子

� （上利別本町）

沼田　幸
ゆき

華
か

ち
  ゃ
   ん

� （平成23年８月28日生まれ）

　食べること、踊ることが大好

き。「おとうさ～ん」と呼ぶ姿

に父はメロメロ。幸華はお父さ

んとお母さんの宝物です。素直

に元気に育ってね。

� 直志・俊恵さ
んの子

� （西町７丁目）

　道内男性最高齢者に輝いた野中正造さ
ん

（１０８歳）です。

　おめでとうございます！

人　口　　７，４８４　人　（－３)

　男　　　３，６２３　人　（±０)

　女　　　３，８６１　人　（－３)

世　帯　　３，５７３世帯（－１)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。


